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研究成果の概要（和文）： 
インド洋熱帯域の海面水温の異常変動「ダイポールモード現象」とバングラデシュのコレラ患

者数の関連を明らかにするため時系列解析をおこなった。エルニーニョ現象の影響とは独立し

て、ダッカ（都市部）およびマトラブ（農村部）でのコレラ流行が「ダイポールモード現象」

およびベンガル湾海面水温と関連あることが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We explored the time-series relationship between the Indian Ocean Dipole and the number 
of cholera patients in Bangladesh, controlling for the effects of El Nino Southern 
Oscillation. These findings suggest that both negative and positive dipole events are 
associated with an increased incidence of cholera in Bangladesh with varying time lags. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、バングラデシュでは、洪水にとも

なったコレラの流行が頻繁に起っている。

この原因として、エルニーニョや温暖化

との関連が疑われているが、科学的には

明らかにされていない。最近、インド洋

熱帯域の海面水温の異常変動「ダイポー

ル現象」が発見され、南アジアに多雨と

洪水をもたらすことが明らかになりつつ

ある。我々は、ダイポール現象による多

雨がこれらの地域でコレラ流行に深く関

わっていると考える。首都ダッカと潮位

の影響をより受けやすい下流域のマトラ

ブでコレラ患者のデータを収集し、ダイ

ポール現象との関連性を調べる。 
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２．研究の目的 

（１）「ダイポールモード現象」の指標とな

るインド洋の海面温度、海面高度、バン

グラデシュ全土の地上観測気象データ、

主要な河川水位の時系列データベース

を構築する。 

（２）（１）で構築した気象・水文・海洋デ

ータベースとコレラ患者データの時系

列解析を行い、「ダイポールモード現象」

とコレラ患者数の関連を明らかにする。 

（３）（２）の時系列解析で得られた結果を

用い、コレラ患者数の予測モデルを開発

し、早期警報システムへの応用を検討す

る。 

 
３．研究の方法 
ダッカおよびマトラブを含むチャンドプー
ル地区の気象データをバングラデシュ気象
庁より入手し、主要な河川水位データを、水
文開発庁より入手した。「ダイポールモード
現象」の指標となるインド洋の海面温度、海
面高度などの海洋データは NOAAその他のウ
ェブサイトより収集した。バングラデシュ国
際下痢症研究センター（ICDDR,B）より過去
40 年間のコレラ患者データを入手した。これ
らの統合データベースを作成し、時系列分析
をおこなった。ダイポール、海面高度と気象
水文データ（月別降水量、平均気温、平均河
川水位）との関連を調べ、さらに、ダイポー
ル、海面高度、河川水位、気象データとコレ
ラ患者数との関連を調べた。この解析はダッ
カとマトラブそれぞれについて行い、両地域
間で関連性の比較を行なった。 
 
４．研究成果 
「ダイポールモード現象」とコレラ患者数の
関連は、太平洋におけるエルニーニョ現象の
影響とは独立して、ダッカ（都市部）および
マトラブ（農村部）でラグタイムにより異な
る関連があることが明らかになった。具体的
には、ダッカのコレラ患者数と 0－3 ヶ月前
の平均ダイポールモードインデックス（DMI）
とが正の関連を示し、4-7 ヶ月前の平均 DMI
とは負の関連を示した。マトラブではコレラ
患者数と 0－3 ヶ月前の平均ダイポールモー
ドインデックス（DMI）とが正の関連を示し
たが、4-7 ヶ月前の平均 DMI とは有意な関連
を認めなかった。また、両地域で 0-3ヶ月前
のベンガル湾海面水温が一定の値以上にな
るとコレラ患者数が増加することが明らか
となった。これらの結果より、バングラデシ
ュにおけるコレラ流行が「ダイポールモード
現象」およびベンガル湾海面水温と関連ある

ことが明らかとなった。 
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